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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

オガール紫波（岩手県紫波町）

中央公民館

安
井　
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ

矢
吹
支
店
跡
地
に
複
合
施
設

を
新
た
に
整
備
す
る
計
画
が

あ
る
が
、
整
備
費
用
や
財
源

は
い
く
ら
か
。
今
あ
る
公
共

施
設
の
う
ち
、
何
が
統
廃
合

さ
れ
、
ど
う
経
費
等
の
削
減

に
な
る
の
か
。

　
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と

岩
手
県
紫
波
町
の
よ
う
に
、

民
間
資
金
を
活
用
し
な
が
ら

公
共
施
設
を
整
備
す
る
方
式

も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

複
合
施
設
、
道
の
駅
等
の
新
た

な
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、『
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
し
て
整
備
促
進
し
ま
す
。

　

老
朽
化
の
激
し
い
中
央
公

民
館
、
図
書
館
、
子
育
て
支

援
を
含
め
た
複
合
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
取

り
組
む
。
こ
う
し
た
施
設
の

建
設
、
取
り
壊
し
を
す
る
に

は
、
単
体
で
の
補
助
が
な
く
、

起
債
と
町
単
独
費
で
整
備
す

る
と
財
政
負
担
が
大
き
い
。

　

老
朽
化
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
増
大
を
避
け
る

た
め
社
会
資
本
整
備
総
合
交

新
た
な
建
設
よ
り
も

�

既
存
施
設
の
個
別
計
画
を

複
合
施
設
の
建
設
は
計
画
通
り

� 安
や す い
井　敬

たかひろ
博　議員

複合施設は町民のためになるのか
　　　将来の経費削減になる

付
金
で
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
将
来
の
経
費
削
減
を
考
え

て
い
ま
す
。　

　

岩
手
県
の
紫
波
町
の
よ
う

に
、
複
合
施
設
内
に
商
売
用

テ
ナ
ン
ト
を
設
置
、
町
が
収

入
を
得
て
、
施
設
の
借
金
返

済
に
充
て
る
と
い
う
公
民
連

携
も
非
常
に
大
切
な
視
点
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

安
井　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

複
合
施
設
、
道
の
駅
な
ど
新

た
な
建
設
を
行
う
前
に
、
今

後
40
年
間
で
９
６
０
億
円
と

試
算
さ
れ
て
い
る
、
２
５
８

の
既
存
公
共
施
設
の
個
別
管

理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

先
で
は
な
い
か
。

　

老
朽
化
等
に
考
慮
し
つ

つ
、
福
祉
や
教
育
な
ど
町
民

に
必
要
な
施
策
を
行
う
た
め

に
も
、
ま
ず
優
先
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

町
長　
『
矢
吹
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
』
を
も
と

に
施
設
の
管
理
運
営
の
効
率

化
、
長
寿
命
化
、
複
合
化
を

図
り
、
施
設
総
量
や
更
新
費

用
の
縮
減
に
向
け
、
そ
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題

と
し
て
、
個
別
施
設
計
画
の

策
定
を
挙
げ
、
施
設
の
活
用

状
況
、
コ
ス
ト
状
況
等
に
つ

い
て
詳
細
に
分
析
し
な
が

ら
、
現
状
と
課
題
を
整
理

し
、
統
廃
合
、
機
能
集
約

等
、
施
設
分
類
ご
と
の
方
向

性
を
定
め
、
順
次
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

国
か
ら
の
補
助
金
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
複
合
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
計
画

通
り
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

明
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

 

・‌

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

　

画
の
具
体
的
実
施
方
法
に

　
つ
い
て


